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  （９月１日〜９月２９日）平成２１年第４回定例会
９月１１日、水引地区コミュニティ協議会の皆さんが本会議を傍聴されました。
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◎平成２０年度決算審査特別委員会を設置し、決算関係議案２０
　件を付託しました。

◎平成２１年度第４回補正予算を可決しました。

水　道　事　業　会　計

収益的収入 1,315,179 528 1,315,707
収益的支出 1,255,517 753 1,256,270
資本的収入 1,403,407 0 1,403,407
資本的支出 1,917,538 △1,770 1,915,768

区　　分 予算現額 今回補正額 補正後の予算額
一　般　会　計 48,134,718 2,040,517 50,175,235

　
　
特

別

会

計

簡易水道事業 885,723 △4,829 880,894
温泉給湯事業 33,780 3,942 37,722
公共下水道事業 952,130 120,000 1,072,130
漁業集落排水事業 377,760 154,276 532,036
浄化槽事業 26,240 866 27,106
天辰第一地区土地区画整理事業 1,070,958 170 1,071,128
川内駅周辺地区土地区画整理事業 353,291 1,433 354,724
入来温泉場地区土地区画整理事業 667,220 8,064 675,284
国民健康保険事業 10,794,630 83,173 10,877,803
国民健康保険直営診療施設勘定 994,510 6,804 1,001,314
老人保健医療事業 41,710 98,191 139,901
介護保険事業 8,999,560 108,388 9,107,948
後期高齢者医療事業 1,053,980 3,649 1,057,629

小　　計 26,251,492 584,127 26,835,619
合　　計 74,386,210 2,624,644 77,010,854

委 員 長 新　原　春　二

副 委 員 長 井　上　勝　博

委 員
上　野　一　誠、杉　薗　道　朗、永　山　伸　一、今塩屋　裕　一、
中　島　由美子、徳　永　武　次、東　　　完　治、持　原　秀　行、
谷　津　由　尚、小田原　勇次郎

（単位：千円）≪各会計補正額≫

　《今回補正の主な内容》
　　　●国の一次補正に関する事業・・・・・・・・・・・・・・・１，２８０，３７７千円
　　　１．携帯電話エリア整備事業　２．介護基盤緊急整備等臨時特例交付金事業
　　　３．地域連携推進事業　４．学校ＩＣＴ環境整備事業
　　　５．手打地区漁業集落排水施設整備事業　等
　　　●緊急雇用創出事業臨時特例基金事業・・・・・・・・・・・・・・７１，７５９千円
　　　１．林道環境保全事業　２．道路環境保全事業　３．河川景観保全事業
　　　４．学校環境整備事業　等
　　　※その他の主な事業
　　　１．土地開発基金取得用地買取事業　２．甑島海域副振動被害防止調査事業
　　　３．プレミアム商品券発行事業補助金　４．道路維持修繕事業
　　　５．都市下水路整備事業（春田川、銀杏木川）　等
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総　括　質　疑　並　び　に　一　般　質　問
①　江口　是彦　議員　　　（薩摩川内会）
１　甑島の地域資源や地域活動等を生かした地
　域振興・活性化策について
２　甑島航路の構想と展望について
②　宮脇　秀隆　議員　　　　　（新生会）

③　福元　光一　議員　　　　（むつみ会）

④　東　　完治　議員　　　　（むつみ会）

⑤　江畑　芳幸　議員　　　　（市民連合）

⑥　川添　公貴　議員　　   （薩摩川内会）

⑦　中島　由美子　議員　　　　（公明党）

⑧　瀬尾　和敬　議員　　　（薩摩川内会）

⑨　大坪　幹也　議員　　　（薩摩川内会）

１　商工業及び観光振興について
２　県道・市道等の整備について
３　教育振興について

１　地産地消について
２　地域医療の形態について

１　下甑島西海岸の観光価値を高める方策につ
　いて
２　下甑島を横断する避難道路（瀬々野浦と長
　浜・青瀬間のトンネル）の建設について

１　小・中学校校舎の整備・補修について
２　行政施設への太陽光発電システムの設置の
　考えについて
３　歩道部の植栽について

１　政権交代による市政運営について
２　就業対策について

１　心身共に健康な青少年育成のために
２　経済的負担軽減と国保財政の健全化のため 
　に
３　資源ごみ・粗大ごみ回収について

１　食育基本法について

１　入札制度（建設業協会からの要望事項）に
　ついて
２　電源立地地域を生かした総合研究所の誘致
　について
３　指定管理者制度について
４　市比野温泉地域活性化計画について
５　総合運動公園キャンプ時の市民利用につい
　て

⑪　井上　勝博　議員

⑩　持原　秀行　議員　　　　（市民連合）

⑫　山之内　勝　議員

⑬　谷津　由尚　議員　　　　（むつみ会）

⑭　上野　一誠　議員　　　（薩摩川内会）

⑮　今塩屋　裕一　議員　　（薩摩川内会）

１　世界的な核兵器廃絶の流れを進めるために非
　核平和都市宣言をして、市として行動を起こせ
　ないか。
２　市営住宅の家賃減免について
３　通学路の防犯灯設置を市の負担で
４　「エネルギーのまち」という漠然とした方向
　ではなく、「再生可能エネルギーのまち」とい
　う方向性を明確にして、その可能性と地域経済
　についての研究をすることが将来のまちづくり
　を展望できるのではないか。

１　風水害時の交通途絶箇所対策について
２　本年度の人事院勧告に関して

１　新政権発足に伴う本市の社会基盤整備への影
　響について
２　市道・河川等の維持管理について

１　企業誘致について

１　住宅政策（市営住宅ストック総合活用計画） 
　等について
２　雇用促進住宅の対応と判断について（交渉の
　経過と本市の決断）
３　宅地分譲地販売促進状況とその具体的戦略に
　ついて
４　資産改革（市有財産利活用）について
５　公共交通システム構築（デマンド交通の導入
　等）について

１　教育環境の在り方について

◎　なお、議員名の次の（　）は所属会派の名称で
　す。
◎　次項以降に主な質問の内容を紹介しますが、紙
　面の都合上、質問項目のうち議員が希望した１項
　目を掲載してあります。
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会
を
開
催
し
、
ま
た
、
チ
ラ
シ
等
を
配

布
し
、
理
解
を
得
た
い
。

質
問　
「
薩
摩
川
内
市
立
学
校
通
学
区

域
・
適
正
規
模
審
議
会
」
に
お
い
て
は

平
成
十
八
年
か
ら
学
校
再
編
問
題
等
に

つ
い
て
審
議
が
進
め
ら
れ
て
い
る
最
中
、

倉
野
小
学
校
が
来
年
三
月
末
を
も
っ
て

閉
校
す
る
届
け
が
な
さ
れ
た
が
市
教
育

委
員
会
と
し
て
の
「
再
編
方
針
の
目

途
」
と
地
域
民
が
懸
念
し
て
い
る
「
通

学
対
応
策
」
及
び
「
跡
地
活
用
策
」
等

を
定
め
対
象
地
域
の
方
々
の
理
解
を
深

め
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
見
解
を
。

	

　
　
　
　
　
　
　
　

質
問　

①
航
路
事
業
者
と
し
て
の
視
点

は
入
っ
て
い
る
の
か
。
建
造
船
の
選
定

に
、
専
門
家
の
意
見
は
反
映
さ
れ
て
い

る
の
か
。
川
内
航
路
を
開
設
し
た
場
合

の
シ
ュ
ミ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
で
き
て
い
る

の
か
。
②
甑
島
商
船
な
ど
関
係
機
関
と

の
協
議
や
検
討
の
進
め
方
、
検
討
委
員

会
や
専
門
委
員
会
の
設
置
等
も
含
め
た

考
え
を
。
③
島
民
へ
の
説
明
と
同
意
が

必
要
だ
が
、
そ
の
時
期
、
方
法
等
は
。

答
弁　

甑
島
商
船
・
九
州
商
船
と
既
に

５
回
ほ
ど
直
接
、
協
議
を
し
て
お
り
、

国
庫
補
助
航
路
の
存
続
、
高
速
船
の
性

能
、
規
模
、
川
内
港
の
発
着
場
所
、
甑

島
の
寄
港
地
、
運
航
補
助
制
度
、
港
湾

施
設
整
備
な
ど
、
両
者
が
共
通
認
識
す

る
大
き
な
課
題
を
取
り
上
げ
、
協
議
し

て
い
る
。
国
庫
補
助
航
路
指
定
の
、
め

ど
を
つ
け
る
こ
と
と
並
行
し
な
が
ら
甑

島
商
船
と
の
協
議
を
進
め
、
川
内
甑
島

航
路
の
開
設
に
向
け
た
手
法
や
時
期
等

を
明
ら
か
に
し
た
工
程
表
を
策
定
し
、

甑
島
市
民
に
も
事
前
に
十
分
説
明
を
し

た
い
。
具
体
的
に
は
、
昨
年
同
様
、
地

区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
単
位
で
説
明

答
弁　

再
編
方
針
に
つ
い
て
は
、
地
域

の
実
情
に
即
し
た
本
市
と
し
て
の
望
ま

し
い
学
校
再
編
の
あ
り
方
等
に
つ
い
て
、

今
後
、
審
議
会
等
の
意
見
を
聞
き
な
が

ら
本
年
度
中
に
基
本
方
針
案
を
示
し
た

い
。

　

学
校
統
廃
合
が
生
じ
る
地
域
の
遠
距

離
通
学
の
支
援
策
に
つ
い
て
は
、
再
編

地
域
の
交
通
事
情
等
を
考
慮
し
な
が
ら

よ
り
安
全
な
通
学
方
法
に
つ
い
て
、
そ

の
都
度
、
慎
重
に
検
討
し
た
い
。　
　

　

跡
地
活
用
策
に
つ
い
て
は
、
校
区
民

の
生
涯
学
習
等
の
充
実
を
念
頭
に
、
地

元
の
意
見
等
を
聞
き
な
が
ら
、
倉
野
地

区
の
地
域
活
性
化
の
核
と
な
る
よ
う
な
、

よ
り
よ
い
活
用
策
を
検
討
し
た
い
。

質
問　

離
島
の
医
師
不
在
も
大
き
な
問

題
で
あ
る
が
、
時
間
外
選
定
料
金
の
導

入
の
話
は
、
コ
ン
ビ
ニ
受
診
の
増
加
に

伴
う
医
師
の
精
神
的
・
肉
体
的
疲
労
に

よ
り
昼
間
の
診
療
が
ス
ム
ー
ズ
に
行
か

な
い
こ
と
か
ら
持
ち
上
が
っ
た
も
の
で

あ
る
が
、
い
つ
か
ら
始
ま
る
か
、
割
増

料
金
を
ど
の
く
ら
い
に
す
る
の
か
、
今

後
の
考
え
は
。

甑
島
航
路
の
構
想
と
展
望
に
つ

い
て

江
口　

是
彦

答
弁　

夜
間
の
安
易
な
受
診
、
い
わ
ゆ

る
コ
ン
ビ
ニ
受
診
を
防
止
し
、
医
師
の

負
担
軽
減
を
図
る
た
め
に
、
時
間
外
選

定
料
金
の
導
入
が
川
内
市
医
師
会
立
市

民
病
院
と
済
生
会
川
内
病
院
で
検
討
さ

れ
て
い
る
。
導
入
は
、
両
医
療
機
関
が

そ
れ
ぞ
れ
検
討
さ
れ
、
判
断
さ
れ
る
も

の
で
あ
る
が
、
本
市
の
救
急
医
療
体
制

を
堅
持
す
る
た
め
、
や
む
を
得
な
い
措

置
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。
本
市

と
し
て
は
、
市
民
へ
の
周
知
は
重
要
で

あ
る
の
で
、
両
医
療
機
関
の
協
議
状
況

を
踏
ま
え
な
が
ら
随
時
、
広
報
紙
に
よ

り
周
知
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

質
問　

航
空
自
衛
隊
第
九
警
戒
隊
下
甑

分
屯
基
地
を
抱
え
る
下
甑
島
で
武
力
攻

撃
事
態
が
発
生
し
た
と
き
、
避
難
に

困
難
を
極
め
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

瀬
々
野
浦
と
青
瀬
な
い
し
長
浜
間
を
ト

ン
ネ
ル
で
横
断
す
る
避
難
道
路
の
建
設

を
是
非
と
も
計
画
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

答
弁　

甑
島
に
お
い
て
は
、
小
島
ト
ン

ネ
ル
が
完
成
し
、
青
瀬
ト
ン
ネ
ル
・
手

打
ト
ン
ネ
ル
が
貫
通
し
た
。
全
線
つ
な

が
る
の
は
、
あ
と
一
年
半
か
ら
二
年
ぐ

閉校する倉野小学校

教
育
振
興
に
つ
い
て宮

脇　

秀
隆

時
間
外
選
定
料
金
の
導
入
を
ど

の
よ
う
に
考
え
る
か福

元　

光
一

下
甑
島
を
横
断
す
る
避
難
道
路

の
建
設
に
つ
い
て東　

　

完
治
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ら
い
か
か
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

藺
牟
田
瀬
戸
架
橋
に
つ
い
て
も
鹿
島
地

域
側
の
ト
ン
ネ
ル
工
事
が
着
工
し
、
平

良
地
区
の
一
・
二
号
ト
ン
ネ
ル
・
江
石

ト
ン
ネ
ル
と
整
備
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
状
況
で
あ
る
。

　
ト
ン
ネ
ル
工
事
に
は
膨
大
な
事
業
費

が
か
か
る
た
め
、
瀬
々
野
浦
地
区
又
、

内
川
内
地
区
か
ら
長
浜
地
区
へ
の
ト
ン

ネ
ル
に
つ
い
て
は
、
や
は
り
順
番
を
決

め
て
要
望
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
が
、

現
在
の
と
こ
ろ
、
考
え
て
い
な
い
。

質
問
　
耐
震
二
次
診
断
に
よ
り
三
小
・

中
学
校
屋
内
運
動
場
の
補
強
工
事
が
予

算
化
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
以
外
に
補
修

を
必
要
と
す
る
施
設
は
な
か
っ
た
の
か
。

耐
震
診
断
結
果
公
表
の
時
期
と
方
法
は

ど
の
よ
う
に
行
う
の
か
。
ま
た
、
教
育

現
場
で
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
関
心
を

高
め
る
た
め
に
も
今
回
の
工
事
で
可
能

な
限
り
太
陽
光
発
電
設
備
等
を
設
置
す

べ
き
と
思
う
が
、
考
え
を
伺
う
。

答
弁
　
耐
震
診
断
の
結
果
に
よ
っ
て
は
、

補
強
工
事
が
必
要
と
な
る
学
校
が
、
さ

ら
に
出
て
く
る
と
思
わ
れ
る
。

　
耐
震
診
断
結
果
、
す
べ
て
が
判
明
す

る
の
が
九
月
末
の
予
定
で
あ
り
、
判
明

後
、
速
や
か
に
、
議
会
へ
の
報
告
や
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
の
公
表
を
し
て
い
き

た
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　

　
太
陽
光
発
電
設
備
の
設
置
に
つ
い
て

は
、
国
の
原
子
力
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
関
す

る
教
育
支
援
事
業
を
活
用
し
、
取
り
組

ん
で
い
る
が
、
今
年
度
か
ら
文
部
科
学

省
の
安
全
・
安
心
な
学
校
づ
く
り
交
付

金
事
業
の
メ
ニ
ュ
ー
の
中
に
、
太
陽
光

発
電
シ
ス
テ
ム
導
入
制
度
が
創
設
さ
れ

た
こ
と
か
ら
、
本
市
に
お
い
て
も
導
入

を
前
向
き
に
検
討
し
、
国
に
要
望
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

質
問
　
政
権
交
代
に
よ
る
、
政
策
の
転

換
が
行
わ
れ
る
。
い
か
に
政
策
を
い
ち

早
く
関
知
し
、
瞬
時
に
対
応
す
る
か
が

地
方
自
治
体
の
当
面
の
課
題
で
は
な
い

の
か
と
考
え
る
。
ま
た
、
市
民
生
活
に

大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
と
推
察
さ
れ
る
。

そ
こ
で
、
情
報
収
集
・
中
央
と
の
連
携

の
拠
点
と
し
て
「
東
京
事
務
所
」
を
短

期
で
も
良
い
が
、
開
設
す
る
考
え
は
な

い
か
伺
う
。

答
弁
　
新
政
権
発
足
後
の
諸
動
向
に
つ

い
て
は
、
県
選
出
の
国
会
議
員
や
県
な

ど
と
日
常
的
に
密
接
な
連
携
を
深
め
て

い
る
が
、
さ
ら
に
、
連
携
を
深
め
た
い
。

　
現
在
、
東
京
に
四
名
、
大
阪
に
一
名
、

福
岡
に
一
名
職
員
を
派
遣
し
て
お
り
、

そ
の
よ
う
な
職
員
を
活
用
し
な
が
ら
情

報
収
集
を
す
べ
き
と
考
え
て
お
り
、
東

京
事
務
所
を
開
設
し
て
情
報
収
集
を
す

る
と
い
う
こ
と
は
現
状
と
し
て
考
え
て

い
な
い
。

小
・
中
学
校
校
舎
整
備
・
補
修

に
つ
い
て

江
畑
　
芳
幸

質
問
　
粗
大
ご
み
は
、
各
個
人
が
ク
リ

ー
ン
セ
ン
タ
ー
に
持
ち
込
む
形
で
の
回

収
に
な
っ
て
い
る
。
持
ち
込
む
た
め
に

は
、
軽
ト
ラ
ッ
ク
等
が
必
要
で
、
高
齢

者
家
庭
や
一
人
親
家
庭
な
ど
持
ち
込
め

な
い
家
庭
も
多
々
あ
る
。
年
に
一
回
、

有
料
で
回
収
で
き
な
い
か
。
ま
た
、
回

収
業
者
に
依
頼
し
や
す
い
よ
う
料
金
の

目
安
が
作
れ
な
い
か
。

答
弁
　
高
齢
者
や
障
害
者
等
が
、
粗
大

ご
み
の
搬
出
に
は
大
変
困
っ
て
い
る
と

い
う
こ
と
も
十
分
理
解
し
て
い
る
。
今

後
、
可
能
で
あ
れ
ば
年
一
回
、
収
集
日

を
決
め
て
、
自
治
会
で
協
力
し
て
、
収

集
し
て
い
た
だ
き
回
収
を
市
で
す
る
研

究
を
し
た
い
。

　
ま
た
、
料
金
に
つ
い
て
は
、
ハ
ン
ド

ブ
ッ
ク
の
改
定
版
を
出
す
際
に
、
金
額

を
記
載
し
た
い
。

川
添
　
公
貴

政
権
交
代
に
よ
る
市
政
運
営
に

つ
い
て

中学校に設置の太陽光発電設備

資
源
ご
み
・
粗
大
ご
み
回
収
に

つ
い
て

中
島
　
由
美
子
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質
問　

国
の
食
育
基
本
法
施
行
を
受
け
、

平
成
十
九
年
三
月
、
県
下
市
町
村
に
先

駆
け
て
「
薩
摩
川
内
市
食
育
・
地
産
地

消
推
進
計
画
」
が
策
定
さ
れ
ま
し
た
。

農
林
水
産
部
、
市
民
福
祉
部
、
教
育
委

員
会
は
そ
れ
ぞ
れ
計
画
目
標
達
成
に
向

け
努
力
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
思
わ
れ
る
。

こ
れ
ま
で
の
各
部
の
取
組
状
況
と
、
今

後
の
課
題
・
概
要
を
伺
い
た
い
。

答
弁　

農
林
水
産
部
は
、
①
各
地
域
の

農
産
物
販
売
所
で
、
農
産
物
を
通
じ
た

市
民
と
の
交
流
を
目
的
と
し
た
イ
ベ
ン

ト
の
開
催
。
②
「
産
業
祭
＆
Ｊ
Ａ
フ
ェ

ス
タ
」
の
食
育
・
地
産
地
消
コ
ー
ナ
ー

で
の
、
食
事
指
導
の
啓
発
。
③
営
農
指

導
員
に
よ
る
幼
稚
園
で
の
野
菜
作
り
。

④
Ｊ
Ａ
さ
つ
ま
川
内
の
食
農
教
育
プ
ラ

ン
に
よ
る
、
小
学
校
を
対
象
と
し
た
普

及
啓
発
活
動
を
実
施
し
て
い
る
。
課
題

は
、
地
元
農
産
物
の
安
全
性
の
確
保
と
、

地
産
地
消
運
動
の
一
層
の
推
進
を
図
り
、

栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
や
規
律

正
し
い
食
生
活
習
慣
を
定
着
さ
せ
る
こ

と
と
考
え
る
。

　

市
民
福
祉
部
は
、
離
乳
食
教
室
、
妊

婦
栄
養
教
室
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
改
善
教

室
等
の
健
康
教
育
、
高
齢
者
の
た
め
の

介
護
予
防
教
室
を
行
っ
て
い
る
。
課
題

は
、
野
菜
の
摂
取
、
朝
食
の
摂
取
、
適

正
体
重
の
維
持
の
三
つ
を
大
き
な
柱
に

し
て
お
り
、
食
育
の
推
進
に
当
た
っ
て

は
、
地
域
と
の
協
働
が
重
要
で
あ
り
各

地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
と
連
携
を

図
り
、
市
民
の
身
近
な
普
及
啓
発
を
図

っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

　

教
育
委
員
会
は
、
各
学
校
で
給
食
の

時
間
や
授
業
を
通
し
、
担
任
、
養
護
教

諭
及
び
栄
養
教
諭
が
連
携
し
、
バ
ラ
ン

ス
の
よ
い
食
事
や
栄
養
摂
取
に
つ
い
て

指
導
す
る
よ
う
に
し
て
い
る
。　
　
　

　

ま
た
、
子
ど
も
が
み
ず
か
ら
農
作
物

を
育
て
る
活
動
を
行
っ
た
り
、
薩
摩
川

内
元
気
塾
等
で
農
家
や
林
業
、
漁
業
関

係
者
等
か
ら
話
を
伺
っ
た
り
し
て
い
る
。

　

今
後
も
、
家
庭
や
地
域
、
関
係
機
関

と
一
層
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
正
し
い

知
識
と
望
ま
し
い
食
習
慣
を
身
に
つ
け

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
さ
ら
に
食

育
を
充
実
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考

え
る
。

質
問　

こ
の
た
び
、
市
比
野
温
泉
地
域

活
性
化
整
備
計
画
書
が
作
成
さ
れ
た
が
、

市
比
野
温
泉
を
県
内
外
に
売
り
出
す
た

め
の
取
組
、
整
備
事
業
が
集
中
し
て
い

る
中
期
計
画
の
時
期
は
。
ま
た
、
整
備

事
業
者
は
市
内
業
者
に
よ
る
指
名
競
争

入
札
に
し
た
ら
ど
う
か
と
考
え
る
が
、

市
長
の
見
解
は
。

答
弁　

地
域
を
挙
げ
て
お
も
て
な
し
の

心
の
育
成
を
図
り
、
市
比
野
温
泉
地
域

が
持
つ
景
観
・
雰
囲
気
・
温
泉
・
ス
ポ

ー
ツ
を
ミ
ッ
ク
ス
し
た
ス
ポ
ー
ツ
医
療
、

栄
養
学
な
ど
の
新
た
な
ブ
ラ
ン
ド
を
、

メ
デ
ィ
ア
、
旅
行
会
社
、
大
学
、
企
業

な
ど
へ
売
り
込
み
た
い
。

　

ま
た
、
滞
在
メ
ニ
ュ
ー
が
多
様
な
温

泉
地
、
何
度
で
も
訪
れ
た
く
な
る
温
泉

地
と
し
て
、
Ｃ
Ｍ
や
旅
行
情
報
誌
・
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
を
活
用
し
て
、
広

く
情
報
発
信
を
行
い
、
市
比
野
温
泉
を

売
り
出
し
た
い
。

　

中
期
計
画
は
、
平
成
二
十
六
年
度
ま

で
の
概
ね
五
年
間
と
考
え
て
い
る
。

　

業
者
選
定
に
つ
い
て
は
、
本
市
が
実

施
す
る
事
業
は
、
現
行
の
入
札
制
度
で

は
、
契
約
規
則
に
基
づ
き
、
予
定
価
格

百
三
十
万
円
以
上
の
工
事
又
は
製
造
の

請
負
に
つ
い
て
は
、
特
殊
事
情
が
な
い

限
り
一
般
競
争
入
札
を
実
施
す
る
こ
と

と
し
て
お
り
、
地
域
を
特
定
し
た
業
者

だ
け
の
入
札
は
で
き
な
い
と
考
え
る
。

	

質
問　

川
内
川
河
川
激
甚
災
害
対
策
特

別
緊
急
事
業
が
平
成
二
十
二
年
度
完
成

に
向
け
川
内
川
上
流
で
着
々
と
進
捗
中

で
あ
る
。
上
流
域
の
整
備
完
了
に
伴
い

下
流
域
の
市
域
に
危
険
が
迫
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
る
。
特
に
県
道
山
崎
川
内
線

の
皿
山
橋
付
近
は
川
内
川
の
増
水
に
よ

り
過
去
幾
度
と
な
く
通
行
不
能
と
な
っ

た
。
川
内
川
増
水
に
伴
う
道
路
冠
水
時

の
緊
急
時
通
行
対
策
を
示
さ
れ
た
い
。

答
弁　

道
路
の
冠
水
に
よ
る
通
行
止
を

解
消
す
る
た
め
に
、
旧
宮
之
城
線
を
利

用
し
て
仮
設
道
路
を
つ
く
ろ
う
と
し
た

場
合
、
現
段
階
で
は
天
辰
第
二
地
区
の

区
画
整
理
事
業
に
入
る
と
き
が
よ
い
と

考
え
て
い
る
。
第
二
地
区
に
着
手
す
べ

く
、
現
在
、
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
手

続
や
区
域
の
設
定
等
の
作
業
を
進
め
て

お
り
、
天
辰
第
一
地
区
と
重
複
し
て
事

業
に
着
手
で
き
な
い
か
、
検
討
し
て
み

た
い
。

市
比
野
温
泉
地
域
活
性
化
計
画

に
つ
い
て

大
坪　

幹
也

風
水
害
時
の
交
通
途
絶
箇
所
対

策
に
つ
い
て

持
原　

秀
行

食
育
基
本
法
に
つ
い
て

瀬
尾　

和
敬
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質
問　

米
オ
バ
マ
大
統
領
が
「
核
兵
器

の
な
い
世
界
を
め
ざ
す
」
と
い
う
演
説

を
お
こ
な
い
、
国
際
的
に
核
兵
器
廃
絶

の
気
運
が
高
ま
っ
て
い
る
。
非
核
平
和

都
市
宣
言
を
し
て
、
国
際
的
な
核
兵
器

廃
絶
の
運
動
を
も
り
あ
げ
る
た
め
に
市

と
し
て
行
動
す
べ
き
だ
。
入
来
で
は
広

島
・
長
崎
の
原
爆
投
下
の
サ
イ
レ
ン
を

今
年
か
ら
や
め
た
。
核
兵
器
廃
絶
に
対

す
る
思
い
が
弱
い
の
で
は
な
い
か
。

答
弁　

平
成
十
八
年
九
月
二
十
八
日
に

本
市
議
会
が
、「
核
兵
器
廃
絶
・
世
界

の
恒
久
平
和
を
希
求
す
る
薩
摩
川
内
市

宣
言
」
を
決
議
さ
れ
て
い
る
。

　

非
核
、
平
和
の
重
要
性
は
、
十
分
認

識
し
て
い
る
が
、
現
在
の
と
こ
ろ
、
宣

言
に
つ
い
て
は
、
考
え
て
い
な
い
。

　

原
爆
投
下
の
サ
イ
レ
ン
に
つ
い
て
は
、

早
朝
に
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
す
と
苦
情
が

多
い
こ
と
か
ら
、
中
止
し
た
も
の
で
あ

る
。

質
問　

新
政
権
は
、
公
共
事
業
の
大
幅

な
見
直
し
を
行
い
地
方
の
無
駄
な
道
は

作
ら
な
い
と
明
言
し
て
い
る
が
、
南
九

州
西
回
り
自
動
車
道
の
早
期
全
線
開
通

や
藺
牟
田
瀬
戸
架
橋
建
設
は
、
本
市
の

将
来
に
と
っ
て
大
変
重
要
な
事
業
で
あ

る
。
市
長
は
こ
れ
ら
の
事
業
に
つ
い
て

ど
の
よ
う
な
影
響
を
予
測
し
、
今
後
ど

の
よ
う
に
対
応
さ
れ
る
か
。

答
弁　

現
地
点
で
は
、
新
政
権
の
社
会

基
盤
整
備
に
対
す
る
詳
細
な
情
報
を
把

握
し
て
い
な
い
の
で
、
新
政
権
の
動
向

に
注
視
し
、
関
係
機
関
と
連
携
し
な
が

ら
、
的
確
な
情
報
の
収
集
に
努
め
た
い
。

　

高
速
道
路
に
つ
い
て
は
、
社
会
基
盤

整
備
が
遅
れ
て
い
る
地
方
の
声
を
着
実

に
届
け
る
た
め
に
も
、
南
九
州
西
回
り

自
動
車
道
建
設
促
進
協
議
会
等
を
通
じ

て
、
積
極
的
に
要
望
し
た
い
。

　

甑
架
橋
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
着
実

に
事
業
が
進
め
ら
れ
て
い
る
の
で
、
今

後
も
藺
牟
田
瀬
戸
架
橋
建
設
促
進
期
成

会
等
と
も
連
携
し
、
事
業
の
着
実
な
実

施
に
向
け
た
要
望
活
動
を
積
極
的
に
展

開
し
て
い
き
た
い
。

質
問　

こ
れ
ま
で
の
企
業
誘
致
活
動
に

お
け
る
課
題
、
今
後
の
活
動
に
対
す
る

考
え
方
と
目
標
に
つ
い
て
問
う
。
薩
摩

川
内
市
の
雇
用
機
会
増
は
急
務
課
題
の

一
つ
。
事
業
拡
大
や
リ
ス
ク
分
散
の
側

面
か
ら
、
現
存
企
業
を
始
め
と
す
る
他

県
か
ら
の
進
出
に
対
し
、
市
と
し
て
あ

る
べ
き
情
報
提
供
や
姿
勢
な
ど
の
不
足

機
能
を
補
い
、
今
後
の
企
業
誘
致
に
反

映
す
る
必
要
性
を
問
う
。

答
弁　

本
市
は
、
電
源
立
地
地
域
で
あ

り
、
電
気
料
金
の
優
遇
制
度
が
あ
る
こ

と
や
、
九
州
新
幹
線
全
線
開
通
、
南
九

州
西
回
り
自
動
車
道
な
ど
高
速
交
通
網

の
整
備
、
国
際
物
流
拠
点
港
と
な
っ
て

い
る
川
内
港
な
ど
の
優
位
性
を
前
面
に

出
し
な
が
ら
、
誘
致
活
動
を
推
進
し
て

い
る
。
近
年
の
企
業
立
地
は
、
企
業
進

出
の
検
討
を
始
め
て
か
ら
立
地
す
る
ま

で
短
期
間
に
進
む
傾
向
に
あ
る
が
、
そ

の
受
皿
と
な
る
工
業
団
地
が
整
備
さ
れ

て
い
な
い
こ
と
が
誘
致
活
動
の
最
大
の

課
題
に
な
っ
て
い
る
。
今
後
、
県
と
連

携
し
、
工
業
団
地
の
造
成
を
積
極
的
に

推
進
し
た
い
。

　

ま
た
、
本
市
立
地
企
業
の
技
術
情
報

の
提
供
や
東
京
モ
ノ
レ
ー
ル
車
内
の
企

業
誘
致
広
告
掲
示
な
ど
、
シ
テ
ィ
セ
ー

ル
ス
と
一
体
と
な
っ
た
Ｐ
Ｒ
活
動
を
推

進
す
る
と
と
も
に
、
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス

に
よ
る
企
業
誘
致
活
動
を
展
開
し
て
い

き
た
い
。
さ
ら
に
、
Ｃ
Ｏ
２

削
減
目
標

の
設
定
が
厳
し
く
な
る
動
き
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
早
急
に
企
業
誘
致
方
針
を
見

直
し
、
将
来
に
わ
た
る
産
業
成
長
が
見

込
ま
れ
る
環
境
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連

分
野
へ
の
企
業
誘
致
を
積
極
的
に
進
め

た
い
。

質
問　

市
民
の
移
住
環
境
を
ど
う
整
え

る
の
か
は
重
要
な
こ
と
。
本
市
の
住
宅

政
策
は
、
総
合
計
画
に
も
位
置
づ
け
て

あ
る
が
人
口
増
減
に
も
大
き
く
関
わ
っ

て
く
る
。
老
朽
化
も
進
み
用
途
廃
止
・

建
替
住
宅
等
課
題
も
多
い
。
ま
た
、
入

居
希
望
者
に
十
分
対
応
し
き
れ
な
い
現

実
も
あ
る
。
借
上
住
宅
や
雇
用
促
進
住

宅
の
譲
渡
判
断
、
宅
地
分
譲
地
残
区
画

販
売
促
進
な
ど
新
た
な
戦
略
と
、
環
境

整
備
等
住
宅
政
策
の
決
断
強
化
に
つ
い

て
指
摘
・
提
言
を
し
た
い
が
ど
う
考
え

新
政
権
発
足
に
伴
う
本
市
の
社

会
基
盤
整
備
へ
の
影
響
に
つ
い

て

山
之
内　

勝

企
業
誘
致
に
つ
い
て谷

津　

由
尚

住
宅
政
策
（
市
営
住
宅
ス
ト
ッ

ク
総
合
計
画
）
等
に
つ
い
て

上
野　

一
誠

世
界
的
な
核
兵
器
廃
絶
の
流
れ

を
進
め
る
た
め
に
非
核
平
和
都

市
宣
言
を
し
て
、
市
と
し
て
行

動
を
起
こ
せ
な
い
か
。

井
上　

勝
博
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る
か
。

答
弁
　
平
成
二
十
二
年
度
は
ス
ト
ッ
ク

総
合
活
用
計
画
の
見
直
し
時
期
を
含
め
、

今
回
、
国
土
交
通
省
が
交
付
金
の
条
件

と
し
て
い
る
公
営
住
宅
等
の
長
寿
命
化

計
画
の
策
定
と
合
わ
せ
て
、
見
直
し
を

行
い
た
い
。

　
雇
用
促
進
住
宅
の
譲
渡
に
つ
い
て
は
、

八
風
宿
舎
と
川
内
宿
舎
の
二
つ
を
決
定

し
た
が
、
雇
用
情
勢
の
悪
化
に
伴
い
、

離
職
者
の
住
宅
確
保
の
観
点
か
ら
、
譲

渡
期
限
が
三
年
間
延
長
さ
れ
た
。

　
入
来
地
域
に
お
い
て
は
、
土
地
区
画

整
理
事
業
区
域
内
で
、
民
間
活
力
に
よ

る
借
上
型
市
営
住
宅
の
建
設
が
で
き
な

い
か
、
雇
用
促
進
住
宅
を
含
め
、
市
内

全
域
に
つ
い
て
市
営
住
宅
ス
ト
ッ
ク
総

合
活
用
計
画
の
総
合
的
な
見
直
し
を
し

た
い
。

　
宅
地
分
譲
に
つ
い
て
は
、
市
内
定
住

住
宅
取
得
補
助
や
過
疎
地
域
定
住
住
宅

リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
を
併
せ
、
販
売
促
進

を
図
っ
て
い
る
が
、
売
れ
行
き
は
悪
い
。

今
後
、
定
期
間
賃
貸
借
契
約
期
間
満
了

後
の
無
償
譲
渡
や
環
境
対
策
上
の
条
件

を
満
た
す
住
宅
の
減
額
譲
渡
制
度
な
ど
、

新
た
な
方
法
を
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

質
問
　
近
年
、
パ
ソ
コ
ン
普
及
に
伴
い
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
者
が
増
加
し
て

い
る
。
学
校
に
お
い
て
も
パ
ソ
コ
ン
を

利
用
し
た
学
習
支
援
シ
ス
テ
ム
を
導
入

を
し
て
は
ど
う
か
。
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
学

習
シ
ス
テ
ム
を
利
用
す
れ
ば
、
学
校
以

外
で
も
ネ
ッ
ト
環
境
が
あ
れ
ば
ど
こ
に

い
て
も
学
習
状
況
に
合
わ
せ
て
問
題
を

選
択
し
、
個
人
の
理
解
度
に
応
じ
て
学

習
が
で
き
る
。
ぜ
ひ
、
市
内
の
全
て
の

小
中
学
生
に
個
別
の
Ｉ
Ｄ
と
パ
ス
ワ
ー

ド
を
貸
与
し
、
取
り
組
ん
で
み
て
は
ど

う
か
。

答
弁
　
既
に
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
た
市

町
村
へ
の
聞
き
取
り
に
よ
る
と
、
地
域

に
よ
っ
て
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
で
き

る
環
境
に
な
い
、
ま
た
、
家
庭
に
パ
ソ

コ
ン
が
な
い
な
ど
の
理
由
か
ら
、
利
用

が
思
う
よ
う
に
進
ん
で
い
な
い
。

　
本
市
に
お
い
て
は
、
家
庭
の
パ
ソ
コ

ン
所
有
率
や
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
接

続
環
境
等
の
実
態
を
考
慮
し
な
が
ら
、

ど
の
よ
う
な
対
応
策
が
考
え
ら
れ
る
か
、

そ
の
有
効
性
を
含
め
て
、
今
後
、
調

査
・
研
究
し
て
い
き
た
い
。

教
育
環
境
の
在
り
方
に
つ
い
て

今
塩
屋
　
裕
一

　
各
常
任
委
員
会
は
、
そ
れ
ぞ
れ
付
託

さ
れ
た
議
案
の
審
査
等
を
行
い
、
主
に

次
の
よ
う
な
意
見
・
要
望
が
述
べ
ら
れ

ま
し
た
。

　
九
月
十
七
日
開
催

（
一
）
議
案
第
一
○
三
号
　
財
産
の
無

償
譲
渡
に
つ
い
て

　
甑
島
漁
業
協
同
組
合
に
無
償
譲
渡
す

る
施
設
に
つ
い
て
は
、
固
定
資
産
税
の

減
免
も
含
め
、
要
望
等
が
あ
れ
ば
考
慮

さ
れ
た
い
。

（
二
）
議
案
第
一
○
四
号
　
薩
摩
川
内

市
い
こ
い
の
村
い
む
た
池
の
指
定
管
理

者
の
指
定
に
つ
い
て

　
利
用
客
を
増
や
す
た
め
、
サ
ー
ビ
ス

向
上
に
努
め
ら
れ
た
い
。

（
三
）
議
案
第
一
○
八
号
　
平
成
二
十

一
年
度
薩
摩
川
内
市
一
般
会
計
補
正
予

算
の
う
ち
本
委
員
会
付
託
分

①
多
く
の
人
が
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
を

利
用
で
き
る
よ
う
、
販
売
方
法
に
つ
い

て
も
工
夫
さ
れ
た
い
。

②
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
加
盟
店
の
周
知

に
つ
い
て
は
、
利
用
者
に
わ
か
り
や
す

い
よ
う
に
工
夫
さ
れ
た
い
。

③
緊
急
耕
作
放
棄
地
解
消
実
証
事
業
に

つ
い
て
は
、
農
地
の
有
効
利
用
と
高
齢

者
の
多
い
農
村
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、

今
後
も
継
続
さ
れ
た
い
。

④
産
地
農
業
後
継
者
支
援
事
業
に
つ
い

て
は
、
農
業
後
継
者
の
確
保
・
育
成
の

た
め
に
、
来
年
度
も
継
続
さ
れ
た
い
。

⑤
畜
産
指
導
員
等
の
甑
島
地
域
へ
の
配

置
に
つ
い
て
は
、
上
甑
島
・
下
甑
島
の

均
衡
に
配
慮
さ
れ
た
い
。

各
常
任
委
員
会

報
告

　
　
　
　
　
委
員
長
　
古
里   

貞
義
　

企
画
経
済
委
員
会

企画経済委員会審査風景
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所
管
事
務
調
査

①
新
し
い
組
織
体
制
と
な
っ
た
観
光
協

会
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
本
市
観
光

事
業
に
生
か
す
よ
う
に
努
め
ら
れ
た
い
。

②
下
甑
島
に
観
光
協
会
職
員
の
配
置
を

検
討
さ
れ
た
い
。

③
市
内
の
空
き
工
場
等
を
把
握
し
、
情

報
の
共
有
を
図
り
な
が
ら
企
業
誘
致
に

取
り
組
ま
れ
た
い
。

④
合
併
時
か
ら
現
在
ま
で
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
制
度
の
在
り
方
を
検
証
さ
れ
た
い
。

⑤
渇
水
対
策
に
つ
い
て
は
、
農
家
へ
の

周
知
を
徹
底
さ
れ
た
い
。

⑥
無
人
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る
農
薬
散

布
に
つ
い
て
は
、
水
稲
を
食
害
す
る
ウ

ン
カ
類
な
ど
の
防
除
策
と
し
て
有
効
で

あ
り
、
今
後
も
継
続
さ
れ
た
い
。

　
九
月
十
六
日
開
催

（
一
）
議
案
第
一
○
八
号
　
平
成
二
十

一
年
度
薩
摩
川
内
市
一
般
会
計
補
正
予

算
の
う
ち
本
委
員
会
付
託
分

①
消
費
者
庁
の
設
置
に
伴
い
、
全
国
に

整
備
さ
れ
る
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
に

つ
い
て
、
広
く
市
民
に
周
知
さ
れ
た
い
。

②
多
重
債
務
等
を
起
因
と
す
る
自
殺
を

防
止
す
る
た
め
に
、
鹿
児
島
県
消
費
者

　
　
　
　
　
委
員
長
　
福
元
　
光
一
　

市
民
福
祉
委
員
会

行
政
活
性
化
基
金
を
活
用
し
た
相
談
体

制
の
充
実
に
努
め
ら
れ
た
い
。

③
甑
島
地
域
の
診
療
所
に
つ
い
て
、
医

師
確
保
の
取
組
を
強
化
さ
れ
た
い
。

　
所
管
事
務
調
査

①
集
団
健
診
の
充
実
に
よ
り
、
特
定
健

診
の
受
診
率
向
上
を
図
ら
れ
た
い
。

②
高
齢
者
の
医
療
費
や
介
護
給
付
費
の

抑
制
の
観
点
か
ら
も
、
介
護
予
防
事
業

の
充
実
を
図
ら
れ
た
い
。

③
追
加
経
済
対
策
に
係
る
環
境
省
の
基

金
事
業
に
つ
い
て
、
十
分
な
情
報
収
集

を
行
い
、
本
市
が
取
り
組
め
る
も
の
に

つ
い
て
は
、
関
係
課
所
と
連
携
を
図
り

な
が
ら
、
活
用
を
検
討
さ
れ
た
い
。

市民福祉委員会審査風景

　
九
月
十
六
日
開
催

（
一
）
議
案
第
一
○
八
号
　
平
成
二
十

一
年
度
薩
摩
川
内
市
一
般
会
計
補
正
予

算
の
う
ち
本
委
員
会
付
託
分

①
八
重
線
整
備
事
業
の
未
整
備
区
間
に

つ
い
て
は
、
今
後
の
整
備
手
法
等
を
検

討
さ
れ
た
い
。

②
借
上
型
地
域
振
興
住
宅
事
業
に
つ
い

て
は
、
対
象
区
域
の
見
直
し
、
借
上
期

間
の
延
長
な
ど
を
検
討
さ
れ
た
い
。

③
市
営
住
宅
の
浄
化
槽
管
理
に
当
た
っ

て
は
、
日
常
的
な
点
検
に
努
め
、
浄
化

槽
か
ら
の
排
水
に
問
題
が
生
じ
な
い
よ

う
適
正
管
理
に
努
め
ら
れ
た
い
。

（
二
）
議
案
第
一
一
一
号
　
平
成
二
十

一
年
度
薩
摩
川
内
市
公
共
下
水
道
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算

　
下
水
道
の
接
続
率
向
上
の
た
め
、
利

用
料
金
体
系
の
見
直
し
を
含
め
検
討
す

る
と
と
も
に
、
住
民
へ
の
啓
発
に
つ
い

て
も
積
極
的
に
進
め
ら
れ
た
い
。

（
三
）
議
案
第
一
二
二
号
　
平
成
二
十

一
年
度
薩
摩
川
内
市
水
道
事
業
会
計
補

正
予
算

　
飲
料
水
供
給
体
制
の
確
立
の
た
め
、

施
設
が
故
障
し
た
際
に
支
障
が
生
じ
な

い
よ
う
、
引
き
続
き
予
備
の
資
機
材
確

保
に
努
め
ら
れ
た
い
。

　
所
管
事
務
調
査

①
公
園
等
の
市
有
財
産
の
管
理
方
法
に

つ
い
て
は
、
今
後
、
有
識
者
の
意
見
を

取
り
入
れ
、
専
門
的
な
視
野
に
立
っ
た

評
価
・
診
断
を
実
施
す
る
な
ど
、
そ
の

方
向
性
に
つ
い
て
再
検
討
さ
れ
た
い
。

②
悪
質
な
違
反
屋
外
広
告
物
に
つ
い
て

は
、
罰
則
の
適
用
に
つ
い
て
、
積
極
的

に
検
討
さ
れ
た
い
。

③
地
籍
調
査
の
現
地
調
査
に
つ
い
て
は
、

関
係
者
が
同
時
に
立
会
い
を
行
う
な
ど
、

後
日
、
ト
ラ
ブ
ル
が
生
じ
な
い
よ
う
努

め
ら
れ
た
い
。

④
向
田
地
区
堤
防
の
質
的
強
化
に
よ
る

河
川
空
間
の
有
効
利
用
に
当
た
っ
て
は
、

許
認
可
へ
の
配
慮
や
街
路
灯
の
設
置
等

に
よ
り
、
積
極
的
な
利
活
用
に
努
め
ら

れ
た
い
。

建
設
水
道
委
員
会

　
　
　
　
　
委
員
長
　
石
野
田
　
浩

建設水道委員会審査風景
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経
済
の
浮
揚
に
つ
な
が
る
よ
う
な
発
注

方
法
を
検
討
さ
れ
た
い
。

⑥
入
来
麓
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区

内
の
旧
増
田
邸
の
保
存
・
整
備
に
当
た

っ
て
は
、
こ
れ
を
核
に
し
な
が
ら
、
他

の
資
源
も
含
め
た
地
域
の
ビ
ジ
ョ
ン
を

描
き
、
地
域
浮
揚
や
人
を
呼
び
込
む
た

め
の
仕
掛
け
を
講
じ
ら
れ
た
い
。

⑦
入
来
麓
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区

に
お
い
て
修
理
修
景
事
業
に
携
わ
っ
た

地
元
業
者
が
、
伝
統
的
建
造
物
に
関
す

る
技
術
を
習
得
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

そ
の
技
術
が
他
の
地
域
に
お
い
て
も
生

か
さ
れ
る
よ
う
な
方
策
を
講
じ
ら
れ
た

い
。

　

九
月
十
七
日
開
催

（
一
）
議
案
第
一
○
○
号　

薩
摩
川
内

市
立
小
学
校
・
中
学
校
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

閉
校
後
の
倉
野
小
学
校
の
施
設
の
適

正
管
理
に
努
め
ら
れ
た
い
。

（
二
）
議
案
第
一
○
八
号　

平
成
二
十

一
年
度
薩
摩
川
内
市
一
般
会
計
補
正
予

算
の
う
ち
本
委
員
会
付
託
分

①
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
に
つ
い

て
は
、
地
域
の
事
情
を
よ
く
知
る
自
治

会
長
等
の
協
力
も
得
な
が
ら
、
更
な
る

普
及
・
啓
発
に
努
め
ら
れ
た
い
。

②
学
校
施
設
の
耐
震
化
に
当
た
っ
て

は
、
学
校
の
統
廃
合
や
併
設
型
小
中
一

貫
校
の
問
題
等
と
併
せ
て
検
討
し
な
が

ら
、
早
急
に
計
画
を
策
定
さ
れ
た
い
。

③
ｅ–

ラ
ー
ニ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
の
導
入

に
つ
い
て
、
前
向
き
に
検
討
さ
れ
た

い
。

④
学
校
施
設
の
耐
震
補
強
工
事
を
実
施

す
る
に
当
た
っ
て
は
、
太
陽
光
発
電
設

備
等
の
設
置
に
つ
い
て
も
検
討
さ
れ
た

い
。

⑤
学
校
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
整
備
事
業
は
経
済

対
策
を
目
的
と
し
た
事
業
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
機
器
を
購
入
す
る
際
は
、
本
市

総
務
文
教
委
員
会

　
　
　
　
　

委
員
長　

瀬
尾　

和
敬

総務文教委員会審査風景

　
所
管
事
務
調
査

①
Ａ
Ｅ
Ｄ
に
つ
い
て
、
必
要
な
と
き
に

電
池
切
れ
な
ど
に
よ
り
使
え
な
い
と
い

っ
た
こ
と
が
生
じ
な
い
よ
う
、
適
切
な

管
理
体
制
を
構
築
さ
れ
た
い
。

②
「
薩
摩
川
内
ぼ
っ
け
も
ん
の
旅
」
を

多
く
の
子
ど
も
達
に
体
験
し
て
も
ら
う

た
め
に
も
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
の
協
力

も
得
な
が
ら
、
実
施
回
数
の
増
に
つ
い

て
検
討
さ
れ
た
い
。

③
学
校
給
食
費
の
未
納
対
策
に
当
た
っ

て
は
、
チ
ケ
ッ
ト
制
の
導
入
な
ど
の
新

た
な
方
策
を
検
討
さ
れ
た
い
。

④
防
災
行
政
無
線
の
戸
別
受
信
機
設
置

の
機
会
を
通
じ
て
、
少
し
で
も
自
治
会

へ
の
加
入
促
進
が
図
ら
れ
る
よ
う
努
め

ら
れ
た
い
。

　

各
特
別
委
員
会
は
、
次
の
項
目
に
つ

い
て
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

七
月
十
三
日
開
催

（
一
）
川
内
原
子
力
発
電
所
の
運
転
状

況
に
つ
い
て

　

当
局
か
ら
、
一
号
機
は
平
成
二
十
年

十
二
月
十
日
に
第
十
九
回
定
期
検
査

を
、
二
号
機
は
本
年
三
月
二
十
五
日
に

第
十
八
回
定
期
検
査
を
終
了
し
、
そ
れ

ぞ
れ
通
常
運
転
に
復
帰
し
て
い
る
こ
と

の
報
告
を
受
け
た
。

　

次
に
、
放
射
性
廃
棄
物
の
管
理
状
況

に
つ
い
て
、
気
体
廃
棄
物
及
び
液
体
廃

棄
物
の
放
出
量
は
年
間
放
出
管
理
目
標

値
を
下
回
り
、
か
つ
検
出
限
界
値
以
下

で
あ
る
こ
と
、
固
体
廃
棄
物
の
貯
蔵
量

は
貯
蔵
率
四
六
・
五
％
で
あ
る
こ
と
の

報
告
を
受
け
た
。

　

次
に
、
使
用
済
燃
料
の
保
管
状
況
に

つ
い
て
、
本
年
五
月
末
現
在
、
一
号

機
・
二
号
機
の
合
計
で
、
貯
蔵
率
が
五

七
・
六
％
で
あ
る
と
の
報
告
を
受
け
た
。

　

次
に
、
法
に
基
づ
き
国
へ
報
告
を
要

す
る
事
象
及
び
そ
の
他
の
事
象
に
つ
い

て
は
、
該
当
は
な
い
と
の
こ
と
で
あ
っ

た
。

　

な
お
、
調
査
の
過
程
に
お
い
て
、
気

体
廃
棄
物
の
放
出
量
の
年
間
排
出
管
理

目
標
値
に
つ
い
て
の
質
疑
が
あ
り
、
法

令
等
に
定
め
ら
れ
た
基
準
値
よ
り
更
に

低
く
管
理
す
る
た
め
、
発
電
所
の
設
置

許
可
申
請
時
に
目
標
値
を
設
定
し
て
い

る
旨
の
答
弁
が
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
塩
水
遡
上
に
関
連
し
た
川
内

河
口
大
橋
上
流
の
水
質
調
査
等
に
つ
い

て
は
、
当
局
の
主
管
課
間
で
の
連
携
を

図
り
な
が
ら
、
関
係
機
関
へ
働
き
か

原
子
力
発
電
所
対
策
調
査

特
別
委
員
会

委
員
長　

池
脇　

重
夫　

各
特
別
委
員
会

報
告
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け
、
川
内
川
の
生
態
系
の
調
査
や
水
質

検
査
が
実
施
さ
れ
る
よ
う
適
切
に
対
処

さ
れ
た
い
旨
の
要
望
が
述
べ
ら
れ
た
。

（
二
）
平
成
二
十
年
度
鹿
児
島
県
原
子

力
防
災
訓
練
結
果
に
つ
い
て

　

当
局
か
ら
、
鹿
児
島
県
が
本
年
一
月

三
十
一
日
に
実
施
し
た
原
子
力
防
災
訓

練
の
結
果
に
つ
い
て
概
要
説
明
が
あ

り
、
参
加
人
員
六
、
八
六
○
人
、
参
加

機
関
九
十
団
体
に
よ
り
十
二
種
目
の
訓

練
が
実
施
さ
れ
、
よ
り
実
効
性
の
高
い

訓
練
が
実
施
で
き
た
旨
の
報
告
を
受
け

た
。

　

な
お
、
調
査
の
過
程
に
お
い
て
、
万

が
一
の
事
態
に
的
確
に
対
応
で
き
る
よ

う
、
実
施
範
囲
の
検
討
も
含
め
た
、
防

災
訓
練
の
在
り
方
に
つ
い
て
、
関
係
機

関
に
対
し
要
求
さ
れ
た
い
旨
の
意
見
が

述
べ
ら
れ
た
。

　

八
月
二
十
日
開
催

（
一
）
陳
情
第
七
十
・
七
十
一
号　

川

内
原
発
三
号
機
増
設
に
係
る
環
境
影
響

評
価
の
公
聴
会
・
討
論
会
の
開
催
を
求

め
る
陳
情

　

本
陳
情
は
、
慎
重
に
審
査
を
行
っ
た

結
果
、「
既
に
鹿
児
島
県
主
催
の
公
聴

会
が
開
催
さ
れ
た
現
時
点
に
お
い
て
、

新
た
に
公
聴
会
・
討
論
会
を
開
催
す
る

必
要
は
な
い
」、「
環
境
影
響
評
価
準
備

書
に
対
す
る
市
長
意
見
が
既
に
提
出
さ

れ
て
お
り
、
公
聴
会
・
討
論
会
を
開
催

す
る
必
要
は
な
い
」
と
い
う
反
対
討
論

と
、「
事
業
者
主
催
に
よ
る
住
民
説
明

会
へ
の
参
加
が
少
な
い
現
状
か
ら
、
住

民
の
関
心
を
高
め
る
た
め
に
も
、
十
分

に
議
論
で
き
る
場
を
設
け
る
必
要
が
あ

る
」、「
今
後
、
必
要
に
応
じ
公
聴
会
・

討
論
会
を
開
催
す
る
と
い
う
担
保
が
な

い
中
、
市
民
全
体
で
理
解
す
る
ま
で
議

論
す
べ
き
」
と
い
う
賛
成
討
論
が
そ
れ

ぞ
れ
述
べ
ら
れ
、
採
決
の
結
果
、
起
立

少
数
に
よ
り
不
採
択
と
す
べ
き
も
の
と

決
定
し
た
。

（
二
）
陳
情
第
八
十
四
号　

鹿
児
島
県

に
対
し
て
川
内
原
発
三
号
機
増
設
問
題

に
か
か
わ
る
公
聴
会
の
開
催
を
求
め
る

陳
情

　

本
陳
情
は
、
慎
重
に
審
査
を
行
っ
た

結
果
、「
既
に
鹿
児
島
県
主
催
の
公
聴

会
が
開
催
さ
れ
て
い
る
」
と
い
う
反
対

討
論
と
、「
実
施
さ
れ
た
鹿
児
島
県
主

催
の
公
聴
会
よ
り
も
、
も
っ
と
意
見
交

換
の
で
き
る
公
聴
会
の
開
催
が
必
要
で

あ
る
」、「
主
催
者
が
ど
こ
で
あ
っ
て

も
、
議
会
と
し
て
市
民
の
立
場
で
納
得

で
き
る
手
立
て
を
要
求
す
べ
き
」
と
い

う
賛
成
討
論
が
そ
れ
ぞ
れ
述
べ
ら
れ
、

採
決
の
結
果
、
起
立
少
数
に
よ
り
不
採

択
と
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
た
。

　

八
月
十
七
日
開
催

　

川
内
川
市
街
部
改
修
の
進
捗
状
況
に

つ
い
て
、
当
局
か
ら
、
次
の
と
お
り
報

告
・
説
明
を
受
け
た
。

①
右
岸
中
郷
地
区
に
お
い
て
は
、
山
田

島
地
区
、
瀬
口
地
区
の
整
備
が
完
了

し
、
大
部
分
の
旧
堤
が
撤
去
さ
れ
て
い

る
。

②
左
岸
天
辰
地
区
に
お
い
て
は
、
Ⅰ
期

地
区
と
し
て
、
天
辰
第
一
地
区
土
地
区

画
整
理
事
業
の
中
で
、
川
内
川
の
公
共

施
設
管
理
者
負
担
金
制
度
を
活
用
し
、

平
成
十
九
年
度
ま
で
に
河
川
改
修
に
必

要
な
土
地
を
生
み
出
し
、
今
年
の
出
水

期
前
ま
で
に
新
た
な
堤
防
の
整
備
が
な

さ
れ
た
。

③
右
岸
大
小
路
地
区
の
整
備
に
つ
い
て

は
、
今
年
度
、
川
内
川
河
川
事
務
所
に

お
い
て
設
計
・
詳
細
検
討
を
進
め
、
本

市
の
都
市
計
画
道
路
と
調
整
を
図
っ
て

い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。

④
左
岸
向
田
地
区
に
つ
い
て
は
、
今
年

度
、
堤
防
の
質
的
強
化
の
工
事
に
着
工

し
、
来
年
の
出
水
期
前
ま
で
に
完
了
予

定
で
あ
る
。

　

な
お
、
④
の
工
事
に
つ
い
て
は
、
去

る
八
月
三
日
・
四
日
に
、
川
内
川
河
川

事
務
所
か
ら
関
係
者
及
び
自
治
会
に
対

し
て
、
工
事
の
影
響
に
よ
り
建
物
等
に

損
失
が
出
た
場
合
の
補
償
等
の
対
応
の

た
め
、
建
物
等
の
事
前
調
査
を
行
う
旨

の
説
明
が
な
さ
れ
た
と
の
こ
と
で
あ
っ

た
。
ま
た
、
こ
の
工
事
は
、
治
水
が
最

大
の
目
的
で
あ
る
が
、
当
該
地
域
が
中

心
市
街
地
で
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
治
水

に
加
え
て
、
地
域
の
活
性
化
、
商
店
街

等
の
振
興
、
観
光
振
興
等
に
も
寄
与
す

る
も
の
に
す
る
た
め
、
昨
年
暮
か
ら
今

年
に
か
け
て
、
地
域
住
民
と
の
意
見
交

換
が
三
回
実
施
さ
れ
た
ほ
か
、
各
通
り

会
と
の
意
見
交
換
も
実
施
さ
れ
て
き
た

と
の
こ
と
で
あ
り
、
さ
ら
に
、
今
後

は
、
か
わ
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会
等

を
設
置
し
て
具
体
的
な
議
論
を
行
い
、

計
画
を
取
り
ま
と
め
、
堤
防
の
質
的
強

化
に
引
き
続
き
、
数
年
か
け
て
国
と
連

携
し
て
景
観
等
の
整
備
を
進
め
、
地
域

の
顔
と
し
て
の
川
内
川
が
、
よ
り
身
近

な
も
の
に
な
り
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
イ

ベ
ン
ト
等
に
活
用
さ
れ
る
よ
う
取
り
組

み
た
い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

五
月
十
八
日
、
六
月
二
十
三
日
、
七

月
十
日
、
七
月
二
十
九
日
開
催

（
一
）
審
査
項
目
に
つ
い
て

議
会
改
革
特
別
委
員
会

委
員
長　

堀
之
内　

盛
良　

河
川
改
修
対
策
調
査
特
別

委
員
会委

員
長　

今
塩
屋　

裕
一　
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本
特
別
委
員
会
は
、
薩
摩
川
内
市
議

会
基
本
条
例
の
実
施
要
領
案
を
作
成

し
、
ま
た
、
議
会
運
営
の
適
正
化
・
効

率
化
・
円
滑
化
、
議
会
活
動
の
活
性
化

に
関
し
て
具
体
的
な
方
策
を
調
査
す
る

た
め
、「
市
民
と
の
意
見
交
換
の
場
」

の
具
体
的
な
実
施
方
法
等
、
費
用
弁
償

の
取
扱
い
な
ど
二
十
八
項
目
の
審
査
項

目
を
設
定
し
、
審
査
の
優
先
度
に
応
じ

て
、
順
次
、
審
査
を
し
て
い
く
こ
と
と

し
た
。
な
お
、
新
た
に
追
加
す
べ
き
項

目
が
生
じ
た
場
合
は
、
そ
の
都
度
、
審

査
項
目
に
追
加
し
審
査
す
る
も
の
と
し

た
。

（
二
）
費
用
弁
償
の
取
扱
い
に
つ
い
て

　
議
員
に
係
る
費
用
弁
償
は
、
薩
摩
川

内
市
議
員
報
酬
及
び
費
用
弁
償
等
に
関

す
る
条
例
に
基
づ
き
支
給
さ
れ
て
い
る

が
、
同
条
例
の
規
定
に
よ
り
、
特
別
委

員
会
へ
の
出
席
に
係
る
費
用
弁
償
の
額

が
、
本
会
議
、
常
任
委
員
会
等
へ
の
出

席
と
は
異
な
り
、
定
額
と
な
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
そ
の
取
扱
い
に
つ
い
て
審

査
を
行
っ
た
。

　
審
査
の
結
果
、
特
別
委
員
会
に
係
る

費
用
弁
償
の
額
を
、
他
と
異
な
る
取
扱

い
と
す
る
根
拠
が
認
め
ら
れ
な
い
こ
と

か
ら
、
同
条
例
を
改
正
し
、
本
会
議
、

常
任
委
員
会
等
と
同
じ
額
に
改
め
る
べ

き
も
の
と
し
た
。

　
な
お
、
審
査
の
過
程
に
お
い
て
、
他

の
非
常
勤
職
員
の
費
用
弁
償
に
お
い
て

定
額
と
し
て
い
る
も
の
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
こ
れ
を
見
直
す
べ
き
な
の
か
に
つ

い
て
、
所
管
の
常
任
委
員
会
で
調
査
が

必
要
で
あ
る
旨
の
意
見
が
述
べ
ら
れ

た
。

　
六
月
二
十
三
日
、
七
月
十
日
、
七
月

二
十
九
日
、
八
月
二
十
六
日
、
九
月
一

日
開
催

「
市
民
と
の
意
見
交
換
の
場
」
の
具
体

的
な
実
施
方
法
等
に
つ
い
て

　
市
議
会
及
び
議
員
の
政
策
提
案
機
能

の
強
化
及
び
拡
大
を
図
り
、
市
民
に
対

す
る
説
明
責
任
を
十
分
に
果
た
す
た

め
、
薩
摩
川
内
市
議
会
基
本
条
例
第
十

一
条
第
三
項
の
「
市
民
と
の
意
見
交
換

の
場
」
に
つ
い
て
具
体
的
な
実
施
方
法

等
の
審
査
を
行
い
、
意
見
交
換
会
実
施

要
領
（
案
）
を
作
成
し
た
。
ま
た
、
議

長
に
対
し
、
当
該
審
査
が
終
了
し
た
こ

と
及
び
同
実
施
要
領
（
案
）
を
作
成
し

た
こ
と
を
報
告
す
る
こ
と
と
し
た
。

　
な
お
、
意
見
交
換
会
は
、
地
区
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
単
位
に
行
う
も
の
、

公
募
に
よ
る
も
の
、
委
員
会
が
主
催
し

て
行
う
も
の
の
三
種
類
で
あ
り
、
実
施

要
領
（
案
）
の
概
要
は
、
次
の
と
お
り

で
あ
る
。

（
一
）
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
単

位
の
意
見
交
換
会

① 

四
十
八
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議

会
で
意
見
交
換
会
を
開
催
す
る
も
の
と

し
、
全
議
員
を
、
五
人
又
は
六
人
を
一

つ
の
班
と
し
て
六
つ
の
班
に
編
成
し
、

抽
選
で
決
定
し
た
地
区
を
担
当
す
る
も

の
と
し
た
。
な
お
、
班
編
成
は
、
本
特

別
委
員
会
で
編
成
案
を
作
成
し
、
議
会

運
営
委
員
会
で
決
定
す
る
も
の
と
し

た
。

② 

開
催
時
期
は
、
閉
会
中
と
し
、
一

つ
の
閉
会
中
の
期
間
に
各
班
二
地
区
で

開
催
し
、
九
月
定
例
会
後
か
ら
お
お
む

ね
一
年
を
か
け
て
、
す
べ
て
の
地
区
で

開
催
す
る
も
の
と
し
た
。
な
お
、
日
程

案
は
、
本
特
別
委
員
会
で
作
成
し
、
地

区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
と
調
整
の

上
、
議
会
運
営
委
員
会
で
決
定
す
る
も

の
と
し
た
。

③ 

意
見
交
換
会
の
内
容
は
、
議
会
活

動
報
告
及
び
テ
ー
マ
に
よ
る
意
見
交
換

と
し
、
一
つ
の
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協

議
会
か
ら
三
件
以
内
の
テ
ー
マ
を
募
る

も
の
と
し
た
。

④ 

運
営
は
、
各
班
の
議
員
で
役
割
を

分
担
し
、
意
見
交
換
会
ご
と
に
持
ち
回

る
も
の
と
し
、
地
区
住
民
へ
の
周
知
や

会
場
の
準
備
は
、
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

協
議
会
に
協
力
を
依
頼
す
る
も
の
と
し

た
。

⑤ 
意
見
交
換
会
終
了
後
、
速
や
か
に

各
班
か
ら
議
長
に
報
告
書
を
提
出
し
、

議
員
全
員
協
議
会
に
お
い
て
、
そ
の
概

要
を
各
班
か
ら
報
告
す
る
も
の
と
し

た
。
な
お
、
同
報
告
書
の
内
容
は
、
開

催
し
た
地
区
に
報
告
す
る
と
と
も
に
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
お
い
て
公
開
す
る
も

の
と
し
た
。

⑥ 

意
見
交
換
会
で
出
さ
れ
た
意
見
・

要
望
の
対
応
方
法
に
つ
い
て
は
、
最
初

に
開
催
す
る
意
見
交
換
会
が
終
了
し
た

後
に
、
本
特
別
委
員
会
で
検
討
す
る
も

の
と
し
た
。

⑦ 

成
果
等
の
取
り
ま
と
め
及
び
運
営

方
法
の
改
善
等
に
つ
い
て
は
、
各
班
代

表
者
で
協
議
し
、
本
特
別
委
員
会
で
整

理
し
た
上
で
、
議
会
運
営
委
員
会
で
決

定
す
る
も
の
と
し
た
。

⑧ 

意
見
交
換
会
は
、
報
道
機
関
を
含

め
て
公
開
で
開
催
す
る
も
の
と
し
た
。

（
二
）
公
募
に
よ
る
意
見
交
換
会

① 

議
会
だ
よ
り
等
に
よ
り
公
募
し
、

市
内
の
団
体
や
市
民
グ
ル
ー
プ
等
と
の

意
見
交
換
会
を
開
催
す
る
も
の
と
し
、

応
募
の
際
に
意
見
交
換
の
テ
ー
マ
も
募

集
す
る
も
の
と
し
た
。

② 

地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
単
位

の
意
見
交
換
会
と
同
じ
班
編
成
で
行

い
、
対
応
す
る
班
は
抽
選
と
す
る
も
の

と
し
た
。
な
お
、
応
募
団
体
が
少
な
い

と
き
は
、
複
数
の
班
で
対
応
す
る
こ
と

も
可
能
と
す
る
も
の
と
し
た
。

③ 

対
象
は
、
参
加
で
き
る
人
員
が
十

人
以
上
の
団
体
と
す
る
も
の
と
し
た
。

④ 

運
営
は
、
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協

議
会
単
位
の
意
見
交
換
会
の
取
扱
い
に

準
じ
る
も
の
と
し
、
同
意
見
交
換
会
の

開
催
状
況
を
み
な
が
ら
、
開
始
時
期
を

決
定
す
る
も
の
と
し
た
。

（
三
）
委
員
会
が
主
催
し
て
行
う
意
見
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産
業
廃
棄
物
管
理
型
最
終

処
分
場
対
策
調
査
特
別
委

員
会

委
員
長
　
小
牧
　
勝
一
郎
　

交
換
会

　
各
委
員
会
で
意
見
交
換
会
を
行
う
場

合
は
、
所
管
事
務
調
査
と
し
て
行
う
も

の
と
し
た
。

　
九
月
二
十
五
日
開
催

　
参
考
人
と
し
て
、
鹿
児
島
県
環
境
部

管
理
型
処
分
場
建
設
推
進
セ
ン
タ
ー
の

種
子
島
次
長
、
福
永
施
設
整
備
課
長
、

大
津
技
術
専
門
員
及
び
宮
原
技
術
主
査

並
び
に
同
部
廃
棄
物
・
リ
サ
イ
ク
ル
対

策
課
の
中
薗
課
長
、
藤
崎
参
事
、
寳
満

参
事
、
野
口
技
術
主
幹
及
び
平
嶺
主
幹

に
出
席
要
請
を
し
、
市
道
川
永
野
・
大

原
野
線
及
び
準
用
河
川
阿
茂
瀬
川
の
整

備
案
に
つ
い
て
説
明
を
求
め
た
。

　
ま
ず
、
参
考
人
か
ら
、
市
道
川
永

野
・
大
原
野
線
及
び
準
用
河
川
阿
茂
瀬

川
の
整
備
案
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
、

そ
の
後
、
予
測
通
行
車
両
台
数
、
整
備

時
期
、
地
元
四
自
治
会
へ
の
説
明
状

況
、
地
元
四
自
治
会
以
外
へ
の
説
明
に

関
し
て
の
考
え
方
、
阿
茂
瀬
川
の
関
係

者
へ
の
説
明
方
法
、
地
域
振
興
策
と
基

本
計
画
の
関
係
等
に
つ
い
て
質
疑
が
あ

っ
た
。

　
こ
の
中
で
、
地
元
四
自
治
会
以
外
へ

の
説
明
の
考
え
方
に
つ
い
て
は
、「
鹿

児
島
県
産
業
廃
棄
物
等
の
処
理
に
関
す

る
指
導
要
綱
」
に
基
づ
き
、
施
設
か
ら

下
流
域
の
お
お
む
ね
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

以
内
に
あ
る
四
自
治
会
を
関
係
自
治
会

と
定
め
て
お
り
、
十
分
な
説
明
責
任
を

果
た
し
て
い
く
考
え
で
あ
る
が
、
隈
之

城
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
に
つ
い
て

も
、
役
員
及
び
自
治
会
長
に
、
基
本
計

画
及
び
基
本
設
計
が
で
き
た
段
階
で
説

明
し
て
い
く
考
え
で
あ
る
旨
の
回
答
が

あ
っ
た
。

　
な
お
、
審
査
の
過
程
に
お
い
て
述
べ

ら
れ
た
意
見
・
要
望
の
概
要
は
、
次
の

と
お
り
で
あ
る
。

①
市
道
川
永
野
・
大
原
野
線
の
整
備
案

に
つ
い
て
、
地
元
自
治
会
へ
の
説
明
が

不
十
分
で
あ
る
の
で
、
説
明
責
任
を
果

た
さ
れ
た
い
。

②
準
用
河
川
阿
茂
瀬
川
に
つ
い
て
は
、

堰
の
統
合
な
ど
、
地
元
の
意
見
を
十
分

に
反
映
し
た
施
設
整
備
を
検
討
さ
れ
た

い
。

③
準
用
河
川
阿
茂
瀬
川
へ
放
流
す
る
こ

と
と
な
る
建
設
予
定
地
の
湧
水
に
つ
い

て
は
、
発
生
箇
所
と
そ
の
量
を
十
分
に

調
査
さ
れ
た
い
。

一
　
調
査
事
項
　
①
地
域
医
療
②
環
境

　
保
全
③
健
康
福
祉
行
政
に
つ
い
て

二
　
調
査
先
　
本
市
甑
島
地
域

三
　
調
査
日
　
七
月
三
十
日
・
三
十
一

　
日
（
二
日
間
）

四
　
出
席
委
員
　
福
元
委
員
長
、
大
坪

　
副
委
員
長
、
江
口
委
員
、
川
畑
委
員
、

　
堀
之
内
委
員
、
永
山
委
員
、
新
原
委

　
員
、
中
島
委
員

五
　
調
査
の
目
的

　
地
域
医
療
、
環
境
保
全
及
び
健
康
福

祉
行
政
に
関
連
す
る
本
市
の
施
設
の
現

況
と
課
題
を
把
握
す
る
た
め
に
調
査
を

行
っ
た
。

六
　
調
査
概
要

　
里
、
上
甑
、
鹿
島
及
び
下
甑
手
打
の

各
診
療
所
を
視
察
し
、
翌
三
十
一
日
に

下
甑
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
、
下
甑
長
浜

診
療
所
及
び
甑
島
敬
老
園
を
視
察
し
た
。

七
　
所
感

　
甑
島
地
域
の
診
療
所
の
医
師
不
在
と

い
う
現
実
を
み
る
と
、
同
じ
市
民
と
し

て
、
放
っ
て
お
い
て
は
い
け
な
い
問
題

で
あ
り
、
こ
れ
か
ら
も
定
期
的
に
協
議

を
重
ね
て
、
甑
島
市
民
が
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
環
境
を
つ
く
ら
ね
ば
な
ら
な
い

と
考
え
る
。

一
　
調
査
事
項
　
①
教
育
行
政
②
消
防

　
・
防
災
行
政
に
つ
い
て

二
　
調
査
先
　
香
川
県
高
松
市
・
兵
庫

　
県
姫
路
市
・
大
阪
府
茨
木
市

三
　
調
査
日
　
八
月
五
日
か
ら
七
日
ま

　
で
（
三
日
間
）

四
　
出
席
委
員
　
瀬
尾
委
員
長
、
徳
永

　
副
委
員
長
、
岩
下
委
員
、
橋
口
委
員
、

　
小
牧
委
員
、
今
塩
屋
委
員
、
川
添
委

　
員
、
江
畑
委
員

五
　
調
査
の
目
的

　
本
市
で
推
進
し
て
い
る
、
あ
る
い
は

今
後
推
進
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
小
中
一
貫

教
育
、
消
防
局
舎
建
設
、
パ
ソ
コ
ン
教

育
に
関
連
し
て
、
先
進
地
で
あ
る
他
市

行
政
視
察
報
告

■ 

市
民
福
祉
委
員
会

■ 

総
務
文
教
委
員
会

里支所所管事務調査
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な
ど
が
あ
り
、
ど
の
視
察
先
で
も
各
委

員
か
ら
活
発
な
質
問
が
出
さ
れ
、
実
に

有
意
義
な
も
の
で
あ
っ
た
。

　

各
委
員
と
し
て
は
、
行
政
視
察
の
内

容
を
十
分
に
咀
嚼
の
上
、
視
察
の
体
験

を
生
か
し
、
本
市
発
展
の
た
め
に
議
論

を
展
開
す
る
よ
う
努
め
る
。

一　

調
査
事
項　

川
内
原
子
力
発
電
所

　

の
安
全
対
策
及
び
関
連
す
る
諸
問
題

　

に
つ
い
て

二　

調
査
先　

青
森
県
六
ヶ
所
村
・
岩

　

手
県
葛
巻
町

三　

調
査
日　

七
月
十
四
日
か
ら
十
六

　

日
ま
で
（
三
日
間
）

四　

出
席
委
員　

池
脇
委
員
長
、
川
添

　

副
委
員
長
、
上
野
委
員
、
杉
薗
委
員
、

　

永
山
委
員
、
井
上
委
員
、
佃
委
員
、

　

新
原
委
員
、
今
塩
屋
委
員
、
徳
永
委

　

員
、
大
坪
委
員

五　

調
査
の
目
的

　

原
子
力
発
電
所
の
燃
料
製
造
か
ら
放

射
性
廃
棄
物
の
管
理
に
至
る
ま
で
、
原

子
力
行
政
の
在
り
方
に
つ
い
て
の
解
を

求
め
る
と
と
も
に
、
風
力
、
太
陽
光
、

バ
イ
オ
マ
ス
等
の
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

中
心
と
し
た
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん

で
い
る
先
進
事
例
を
基
に
、
本
市
の
政

策
展
開
へ
の
参
考
と
す
る
た
め
の
も
の

で
あ
る
。

の
状
況
を
視
察
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ

の
成
果
等
に
つ
い
て
学
び
、
薩
摩
川
内

市
へ
の
応
用
、
展
開
を
検
討
す
る
。

六　

調
査
概
要

（
一
）
香
川
県
高
松
市

　
「
高
松
市
新
設
統
合
小
中
学
校
建
設

事
業
」
に
つ
い
て

（
二
）
兵
庫
県
姫
路
市

　
「
姫
路
市
防
災
セ
ン
タ
ー
（
防
災
プ

ラ
ザ
）」
に
つ
い
て

（
三
）
大
阪
府
茨
木
市

　
「
ｅ–

ラ
ー
ニ
ン
グ
学
習
支
援
シ
ス

テ
ム
『
い
ば
ら
き
っ
子
ス
タ
デ
ィ
』」
に

つ
い
て

七　

所
感

　

視
察
の
背
景
に
は
、
い
ず
れ
本
市
が

直
面
す
る
で
あ
ろ
う
、
小
中
一
貫
教
育

に
関
連
し
た
学
校
統
廃
合
問
題
、
消
防

局
舎
建
設
問
題
、
パ
ソ
コ
ン
教
育
問
題

■ 

原
子
力
発
電
所
対
策
調
査

　
　
　
　
　
　
特
別
委
員
会

e- ラーニング学習システム（茨木市）

六　

調
査
概
要

（
一
）
日
本
原
燃
株
式
会
社
の
事
業
概

　

要
等
に
つ
い
て

（
二
）
ウ
イ
ン
ド
フ
ァ
ー
ム
（
風
力
発

　

電
）の
現
状
に
つ
い
て

（
三
）
岩
手
県
葛
巻
町
エ
ネ
ル
ギ
ー
政

　

策
に
つ
い
て

七　

所
感

　

今
回
、
様
々
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
施

設
を
視
察
し
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
は
国

策
で
検
討
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
な
課

題
で
あ
る
こ
と
を
検
証
し
た
。

　

ま
た
、
本
市
と
し
て
も
自
然
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
対
し
て
積
極
的
に
取
り
組
み
、

総
合
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
街
を
模
索
し

て
い
く
こ
と
で
、
現
有
す
る
施
設
の
有

効
利
用
の
一
端
を
担
う
こ
と
が
可
能
で

あ
る
と
考
え
る
。

一　

調
査
事
項　

道
路
・
交
通
ネ
ッ
ト

　

ワ
ー
ク
及
び
港
湾
の
整
備
に
関
連
す

　

る
諸
問
題
に
つ
い
て

二　

調
査
先　

山
口
県
萩
市
・
新
潟
県

　

佐
渡
市

三　

調
査
年
月
日　

七
月
十
四
日
か
ら

　

十
六
日
ま
で
（
三
日
間
）

四　

出
席
委
員　

宮
里
委
員
長
、
小
田

　

原
副
委
員
長
、
江
口
委
員
、
森
永
委

　

員
、
福
元
委
員
、
江
畑
委
員
、
東
委

　

員
五　

調
査
の
目
的

　

離
島
航
路
の
現
状
と
市
の
取
組
に
つ

い
て
学
び
、
薩
摩
川
内
市
へ
の
応
用
、

展
開
を
検
討
す
る
も
の
で
あ
る
。
中
で

も
、
甑
島
商
船
株
式
会
社
が
高
速
船

「
シ
ー
ホ
ー
ク
」
の
老
朽
化
に
伴
い
、

新
た
な
高
速
船
の
導
入
を
検
討
し
て
い

る
こ
と
を
受
け
、
他
市
に
お
け
る
高
速

船
の
運
行
航
路
の
状
況
を
参
考
と
す
る

た
め
の
も
の
で
あ
る
。

六　

調
査
概
要

（
一
）
萩
市

　

萩
・
見
島
航
路

（
二
）
佐
渡
市

　

新
潟
・
両
津
航
路
、
寺
泊
・
赤
泊
航

路
、
小
木
・
直
江
津
航
路

七　

所
感

　

今
回
、
山
口
県
萩
市
、
新
潟
県
佐
渡

■ 

交
通
体
系
整
備
対
策
調
査

　
　
　
　
　
　 

特
別
委
員
会

特別委員会視察
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萩市行政視察

⑮

　

害
対
策
特
別
緊
急
事
業
に
係
る
現
地

　

調
査

二　

調
査
先　

市
内
及
び
さ
つ
ま
町

三　

調
査
年
月
日　

七
月
十
日

四　

出
席
委
員　

今
塩
屋
委
員
長
、
持

　

原
副
委
員
長
、
瀬
尾
委
員
、
古
里
委

員
、
石
野
田
委
員
、
高
橋
委
員
、
宮
脇

委
員
、
谷
津
委
員

五　

調
査
の
目
的

　

川
内
川
河
川
激
甚
災
害
対
策
特
別
急

事
業
実
施
箇
所
の
現
地
調
査
を
行
う
こ

と
に
よ
り
、
事
業
の
進
捗
状
況
を
確
認

す
る
。

六　

調
査
概
要

　

川
内
川
河
川
事
務
所
（
事
業
概
要
）

樋
渡
地
区
、
楠
元
地
区
、
五
社
下
地
区
、

南
瀬
地
区
、
さ
つ
ま
町
虎
居
地
区
の
推

込
分
水
路
及
び
久
住
地
区

七　

所
感

　

各
地
区
の
工
事
状
況
か
ら
し
て
、
川

内
川
激
甚
災
害
対
策
特
別
緊
急
事
業
は
、

平
成
年
二
十
二
度
末
完
了
を
目
指
し
て

順
調
に
進
捗
中
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
、

川
内
川
の
下
流
域
に
位
置
す
る
薩
摩
川

内
市
街
地
に
係
る
堤
防
の
強
化
策
を
急

が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
明
白
で

あ
る
。

　

こ
れ
が
、
本
年
十
月
ご
ろ
か
ら
来
年

の
出
水
期
前
ま
で
に
完
了
予
定
で
、
向

田
地
区
堤
防
の
質
的
整
備
と
い
う
堤
防

の
強
化
事
業
が
計
画
実
施
さ
れ
る
こ
と

は
、
水
害
の
な
い
安
全
安
心
な
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
る
本
市
に
と
っ
て
、
大
変

市
の
二
市
を
視
察
し
、
離
島
航
路
の
現

状
と
市
の
取
組
に
つ
い
て
研
さ
ん
を
行

っ
た
。

　

両
市
と
も
に
航
路
問
題
は
道
路
と
同

じ
位
置
付
け
と
と
ら
え
て
お
り
、
離
島

振
興
の
た
め
に
は
、
い
か
に
利
用
率
を

高
め
る
か
が
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い

る
。

　

甑
島
航
路
が
、
島
民
の
生
活
の
利
便

性
を
高
め
る
と
と
も
に
、
宝
の
島
と
し

て
観
光
客
を
誘
引
す
る
た
め
の
起
爆
剤

と
な
る
よ
う
に
、
今
後
の
航
路
の
あ
る

べ
き
姿
を
見
極
め
、
提
言
を
行
っ
て
い

き
た
い
と
考
え
る
。

一　

調
査
事
項　

川
内
川
河
川
激
甚

■ 

河
川
改
修
対
策
調
査

　
　
　
　
　
　 

特
別
委
員
会

重
要
で
あ
り
が
た
い
施
策
で
あ
る
と
考

え
る
。

　

こ
の
事
業
が
、
川
内
川
有
効
利
用
の

起
爆
剤
と
な
り
、
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
両

面
か
ら
も
、
更
な
る
利
活
用
が
で
き
る

よ
う
期
待
し
た
い
。

一　

調
査
事
項　

河
川
の
利
活
用
に
よ

　

る
中
心
市
街
地
活
性
化
等
に
係
る
行

政
視
察

二　

調
査
先　

徳
島
県
徳
島
市

三　

調
査
日　

七
月
二
十
一
日
か
ら　

　

二
十
三
日
ま
で
（
三
日
間
）

四　

出
席
委
員　

今
塩
屋
委
員
長
、
持

　

原
副
委
員
長
、
瀬
尾
委
員
、
古
里
委

員
、
石
野
田
委
員
、
高
橋
委
員
、
宮
脇

委
員
、
谷
津
委
員

五　

調
査
の
目
的

　

本
市
と
同
様
、
中
心
市
街
地
に
河
川

が
あ
り
、
そ
の
河
川
を
有
効
的
に
利
活

用
し
、
中
心
市
街
地
の
活
性
化
に
努
め

て
い
る
徳
島
市
の
取
組
状
況
を
視
察
し
、

中
心
市
街
地
に
お
け
る
河
川
環
境
と
公

園
整
備
事
業
な
ど
の
取
組
と
、
官
民
の

役
割
分
担
、
本
市
へ
の
応
用
、
展
開
を

検
討
す
る
も
の
で
あ
る
。

六　

調
査
概
要

　

徳
島
市

　

新
町
川
水
際
公
園
に
つ
い
て

七　

所
感

　

我
が
薩
摩
川
内
市
も
、
市
の
中
心
に

「
川
」
を
擁
し
て
い
る
。
新
町
川
は
、

川
幅
が
川
内
川
に
比
べ
て
狭
い
こ
と
、

大
洪
水
に
見
舞
わ
れ
る
こ
と
が
ほ
と
ん

ど
な
い
こ
と
な
ど
の
根
本
的
な
相
違
点

は
あ
る
が
、
河
川
及
び
河
川
敷
の
利
活

用
に
着
目
し
た
点
は
、
大
い
に
参
考
に

す
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
新
た
に
文
化

を
つ
く
り
、
守
り
育
て
る
と
い
う
意
思

を
持
ち
、
第
一
線
で
運
営
さ
れ
て
い
る

方
々
の
郷
土
愛
と
積
極
性
、
そ
し
て
、

こ
れ
ら
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
国
や
自

治
体
、
地
元
企
業
の
理
解
力
と
連
携
が

渾
然
一
体
と
な
り
、
実
現
さ
れ
て
い
る

姿
は
、
地
方
自
治
の
将
来
に
わ
た
る
、

あ
る
べ
き
姿
を
感
じ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

川
を
市
民
全
体
の
共
有
財
産
と
し
て
認

識
し
、
き
れ
い
な
川
を
子
孫
に
引
き
継

ぐ
こ
と
の
大
切
さ
を
改
め
て
知
る
機
会

と
な
っ
た
。

徳島市行政視察



平成21年12月１日発行 薩摩川内市議会だより ⑯

　市議会では、市民の負託にこたえ、親しまれる、開かれた議会を実現するため、昨年
９月に議会基本条例を制定しましたが、同条例に基づき、市議会及び議員の政策提案機
能の強化及び拡大を図り、市民に対する説明責任を十分に果たすために、地区コミュニ
ティ協議会単位での意見交換会を開催します。
　意見交換会は、《意見交換会実施要領》により、議員が直接、地域に出向いて市民の皆
様のご意見等をお聞きするため開催するもので、議員で構成する各地区ごとの担当の班
がお伺いたします。また、今後、公募による市内の団体や市民グループ等との意見交換
会も開催の予定です。

　《意見交換会実施要領》の主な内容
　　１　地区コミュニティ協議会単位の意見交換会
　　　⑴　議員５～６人単位で６班を編成し、４８地区コ  
　　　　ミュニティ協議会で開催。一つの班は８地区を担
　　　　当します。
　　　⑵　テーマを設けて開催。テーマは各地区３件以内
　　　　とし、概ね開催の２月程度前に各地区から募りま
　　　　す。
　　　⑶　開催の周知は、議会でチラシを作成し、地区コ
　　　　ミュニティ協議会に配布をお願いいたします。ま
　　　　た、議会だより及びホームページに掲載します。
　　　⑷　意見交換会は、報道機関を含めて公開で行いま
　　　　す。

　　２　公募による意見交換会
　　　⑴　市内の団体や市民グループ等との意見交換会を開催します。
　　　⑵　議会だより及びホームページにより公募をし、応募の際に併せて意見交換のテーマも募集
　　　　します。
　　　⑶　対象は、意見交換会に参加できる人員が１０人以上の団体とします。
　　　⑷　応募の際は、団体の概要、参加人員、意見交換するテーマ及びその趣旨等を記載していた
　　　　だきます。また、開催場所は、原則として、応募者において確保していただきます。
　　　⑸　公募による意見交換会の開始時期は、地区コミュニティ協議会単位の意見交換会の開催状
　　　　況をみながら、今後、決定します。

開 催 し ま す開 催 し ま す開 催 し ま す開 催 し ま す開 催 し ま す
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班 議員名 代
表

Ｈ２１ Ｈ２２
11月
上旬

1月
下旬

２月
上旬

４月
下旬

５月
中旬

７月
中旬

８月
上旬

10月
上旬

１

東　　　完　治

藺牟田

11月6日
開　催

藤本 山田 内川内
長浜 － 城上 滄浪 可愛

江　畑　芳　幸
今塩屋　裕　一
井　上　勝　博
永　山　伸　一
上　野　一　誠 ◎

２

谷　津　由　尚
大村

11月6日
開　催

大馬越 倉野 八幡 鹿島 陽成 永利 隈之城

川　添　公　貴
新　原　春　二
池　脇　重　夫
杉　薗　道　朗 ◎
岩　下　早　人

３

小田原　勇次郎 ◎
上手

11月6日
開　催

清色 樋脇 鳥丸 上甑 湯田 平佐東 平佐西

中　島　由美子
高　橋　修　二
石野田　　　浩
小　牧　勝一郎
川　畑　善　照

４

大　坪　幹　也 黒木

11月20日
開　催

副田 市比野 斧渕 里 西方 水引 川内
宮　脇　秀　隆
佃　　　昌　樹
堀之内　盛　良 ◎
瀬　尾　和　敬

５

持　原　秀　行
轟

11月6日
開　催

八重 南瀬 西山
青瀬 － 吉川 寄田 亀山

福　元　光　一
森　永　靖　子
福　田　俊一郎
大田黒　　　博
橋　口　博　文 ◎

６

徳　永　武　次
朝陽

11月6日
開　催

野下 藤川 手打
子岳 － 高来 峰山 育英

山之内　　　勝
宮　里　兼　実
古　里　貞　義
江　口　是　彦 ◎

《意見交換会開催計画》

※　開催日程は，地区コミュニティ協議会と調整後に決定します。

※　今後も各地区にお伺いたしますので、ご参加ください。（１１月に開催した地区は，地区
　名の下が開催した日です。）

意 見 交 換 会 を意 見 交 換 会 を意 見 交 換 会 を意 見 交 換 会 を意 見 交 換 会 を
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平成２１年度薩摩川内市温泉給湯事業特別会計補正予算 原案可決
（全会一致）

議案第１１０号

平成２１年度薩摩川内市公共下水道事業特別会計補正予算 原案可決
（全会一致）

議案第１１１号

平成２１年度薩摩川内市漁業集落排水事業特別会計補正予算 原案可決
（全会一致）

議案第１１２号

平成２１年度薩摩川内市浄化槽事業特別会計補正予算 原案可決
（全会一致）

議案第１１３号

薩摩川内市国民健康保険条例の一部を改正する条例の制定につ
いて

原案可決
（全会一致）

議案第１０５号

平成２１年度薩摩川内市国民健康保険事業特別会計補正予算 原案可決
（全会一致）

議案第１１７号

平成２１年度薩摩川内市国民健康保険直営診療施設勘定特別会
計補正予算

原案可決
（全会一致）

議案第１１８号

平成２１年度薩摩川内市老人保健医療事業特別会計補正予算 原案可決
（全会一致）

議案第１１９号

平成２１年度薩摩川内市介護保険事業特別会計補正予算 原案可決
（全会一致）

議案第１２０号

平成２１年度薩摩川内市後期高齢者医療事業特別会計補正予算 原案可決
（全会一致）

議案第１２１号

市民福祉委員会への付託分

市道路線の廃止について 原案可決
（全会一致）

議案第１０６号

薩摩川内市手数料条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決
（全会一致）

議案第１０７号

平成２１年度薩摩川内市簡易水道事業特別会計補正予算 原案可決
（全会一致）

議案第１０９号

建設水道委員会への付託分

薩摩川内市いこいの村いむた池の指定管理者の指定について 原案可決
（全会一致）

議案第１０４号

◎平成２１年第４回定例会議決結果

議  案  番  号 件 　 　 　 　 　  　 名 議 決 結 果

薩摩川内市過疎地域自立促進計画の変更について 原案可決
（全会一致）

議案第１０２号

財産の無償譲渡について 原案可決
（全会一致）

議案第１０３号

企画経済委員会への付託分

議決結果下欄の（ ）について
全会一致…出席議員全員が賛成
賛成多数…出席議員のうち賛成者が多数
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議  案  番  号 件 　 　 　 　 　  　 名 議 決 結 果

平成２１年度薩摩川内市川内駅周辺地区土地区画整理事業特別
会計補正予算

原案可決
（全会一致）

議案第１１５号

平成２１年度薩摩川内市入来温泉場地区土地区画整理事業特別
会計補正予算

原案可決
（全会一致）

議案第１１６号

平成２１年度薩摩川内市水道事業会計補正予算 原案可決
（全会一致）

議案第１２２号

総務文教委員会への付託分
財産の取得について 原案可決

（全会一致）
議案第　９９号

薩摩川内市立小学校・中学校条例の一部を改正する条例の制定
について

原案可決
（全会一致）

議案第１００号

財産の取得について 原案可決
（全会一致）

議案第１０１号

平成２１年度薩摩川内市一般会計補正予算 原案可決
（賛成多数）

議案第１０８号

本会議審議（委員会への付託省略分）

４常任委員会への付託分

薩摩川内市議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正
する条例の制定について

原案可決
（全会一致）

議案第　９７号

固定資産評価審査委員会委員の選任について（湯原　育朗氏） 承　　認
（全会一致）

議案第　９８号

教育委員会委員の任命について　　　　　　（森薗　正堂氏） 同　　意
（全会一致）

議案第１４３号

人権擁護委員候補者の推薦について　　　（岩下　ツキミ氏） 同　　意
（全会一致）

議案第１４４号

人権擁護委員候補者の推薦について　　　　（春田　大作氏） 同　　意
（全会一致）

議案第１４５号

陳情番号 　　　　　　　　　　　　　件              名 　  　　　（　）は陳情者　 結  果

陳情第７０号 川内原発３号機増設に係る環境影響評価の公聴会・討論会の開催を求め
る陳情　　（鹿児島県教職員組合北薩地区支部　支部長　尾平野　亮） 不 採 択

陳情第７１号 川内原発３号機増設に係る環境影響評価の公聴会・討論会の開催を
求める陳情　   （北薩ブロック平和運動センター　議長　中川路　守） 不 採 択

陳情第８２号
中小自営業者婦人・家族従業者の人権保障のため「所得税法第５６条の
廃止を求める意見書」の採択を求める陳情書
　　　　　　　　　（さつま西民主商工会婦人部　部長　小平　長子）

不 採 択

陳 情 の 処 理 状 況

平成２１年度薩摩川内市天辰第一地区土地区画整理事業特別会
計補正予算

原案可決
（全会一致）

議案第１１４号
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意　見　書
次の意見書を可決し、国会及び関係行政庁に提出しました。

件 　 　 　 　 　 　 名 提 　 　 　 出 　 　 　 先

保険でよい歯科医療の実現を求める意見書 内閣総理大臣，厚生労働大臣，財務大臣 

お知らせ

議会の動き
２０日　議会運営委員会
３０日　本会議
　９日　本会議（一般質問）
１０日　本会議（一般質問）
１４日　本会議（一般質問）

１６日　各常任委員会
１７日　各常任委員会
２５日　本会議

１１月

１２月

※　日程は変更になる場合があります。間近になりましたら，議会事務局にお問い合
　わせください。（ホームページでもお知らせいたします。）

　本会議は、原則、どなたでも傍聴することができます。
　市役所４階に傍聴席の入口がありますので、傍聴席入口においてある申込書に住所・氏名等を記入
し、受付箱に入れて傍聴してください。（傍聴席数は５０席です。）
庁舎２階ロビーや４８地区コミュニティセンター等、一部の市の施設でも本会議の映像配信をしてい
ます。また、インターネットでも配信しています。
　また、各委員会は、委員長の許可を得て、傍聴することができます。なお、委員会の傍聴席の上限
数は次のとおりです。　第１委員会室　12人　第２委員会室　16人　第３委員会室　30人
　傍聴希望の方は、議会事務局までお越しください。
※委員会の傍聴を希望される方は、委員会の開会時間の３０分前までに、議会事務局で受付をしてく
　ださい。（委員会の開会時間３０分前の時点で、傍聴希望者が定員数を超えている場合については、
　抽選により傍聴者を決定することもあります。）

陳情番号 　　　　　　　　　　　　　件              名 　  　　　（　）は陳情者　 結  果

陳情第８４号 鹿児島県に対して川内原発３号機増設問題にかかわる公聴会の開催を求
める陳情　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（遠嶋　春日児） 不 採 択

陳情第８７号
電源開発促進税の使途を改め自然エネルギー等に活用するよう求める意
見書を政府に提出することを求める陳情書

（全日本年金者組合さつま・川内支部　支部長　川畑　継雄）
不 採 択

陳情第８８号
の１

湧水町における産業廃棄物処分場建設計画及び川永野地区における産業
廃棄物管理型最終処分場建設計画に関する陳情
　   （冠嶽水系の自然と未来の子ども達を守る会　会長　久木野　靖）

不 採 択

陳情第８８号
の２

湧水町における産業廃棄物処分場建設計画及び川永野地区における産業
廃棄物管理型最終処分場建設計画に関する陳情
　　（冠嶽水系の自然と未来の子ども達を守る会　会長　久木野　靖）

継続審査

陳情第８９号 保険でよい歯科医療の実現を求める意見書を政府に提出することを求め
る陳情　　　　（医療法人大誠会若松記念病院　理事長　帖佐　理子） 採 　 択

陳情第９０号 県道東郷西方港線の湯田町湯之元路線で施工されている道路工事の見直
しについての陳情　　　　　　　　　　　　　（渋谷　正宜　外１名） 継続審査


